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最終章の ｢第 6章 終りに 一直接原価計算の今後の展望-｣では､これまでの各章
を踏まえて､直接原価計算がかならずLも事業部の業績評価に用いられていないという
ことの理由として)計算技法上の問題点と企業側の全部原価思考への傾倒を指摘し､さ
らには管理会計技法の必要性を彼らが疑問視している実務家の存在を指摘する｡また､
見逃し得ない重要な要因としての現在のコンピュータの導入を挙げ､これに関する考え
を述べている｡そして､最終的には経営に役立つという情報の提供とはどういう事かを､
もう一度管理会計という立場から考え直す必要があるのではないか､という指摘をして
まとめとする｡
